
学校番号 403 

令和２年度 芸術（美術） 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 2 単位 年次 ３年次 

使用教科書 高校生の美術 1 （日本文教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

■「観察やイメージからから表現する絵画・彫刻」「機能性や目的を意識してデザインをすること」

「視覚効果や視点を工夫して構想を練る映像メディア表現」「美術作品の良さを見つけ出す鑑賞」

の４つの分野について年間を通して学習します。 

■授業の進め方としては、導入時に各単元の学習内容についての意図や歴史的背景、美術理論など

を、プリント等を交えて解説します。また具体的な参考作品や画像資料などを提示して、それら

も発想の手がかりとして制作してもらいます。画材の扱い方や表現技法、色彩や構成の考え方に

ついては個別にも指導して行きます。 

■学習の到達度は、題材に基づいて制作された作品、授業態度、制作・鑑賞レポートなどで評価し

ます。 

■美術の学習は美術的な表現力の獲得や向上だけではなく、それを学ぶことで、物事に対して視点

の変化を促し、世界を見る視野を広げる事も目的となります。そしてそこから生活をより豊かな

ものにしていってもらいたいと願っています。 

 

２ 学習の到達目標 

観察から基礎的な表現力や造形力を養い、想像力と感性・美術文化を理解する力を獲得する。そして自

分の発想やイメージを具体的な形にし、その意図を伝える力を身につける。また様々な画材・素材に触

れ、その特徴や扱い方についての理解を深め、表現の幅を広げる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・意

欲・態度 
b: 発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、様々な表

現方法や美術文化・美

術理論に関心を持ち、

主体的に表現や鑑賞

に取り組もうとする。 

想像力や感性を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、美し

さ、機能性や目的を意

識しながら、計画的に

表現のするための構

図構成や構想を練っ

ている。 

自らの意図を表現す

るために画材や表現

の特性を理解し、技

法を身につけ、テー

マに適した表現方法

や構成なども工夫し

ている。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、その良

さや美しさについて

分析できている。 

評
価
方
法 

学習活動の様子 

制作の様子 

レポート 

鑑賞活動などの様子 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作の様子 

制作途中の作品 

作品 

鑑賞活動などの様子

レポート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

【絵画】【鑑賞】 

・教科書と教室や廊下にある

たくさんの作品を鑑賞して

感想レポートを作成する 

 

・手のクロッキー 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

a:美術の多様な表現に関心を

持ち、これからの学習につい

て主体的に取り組もうとし

ている。 

b: 人間の手の形が持つ構造や

美しさを感じ取っている。 

c: クロッキーの目的を理解

し、描画材料の特性を掴もう

としている。 

d:作品の持つ美しさや良さに

ついて 自ら分析し理解を

深めようとしている。 

鑑賞活動な

どの様子 

 

レポート 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

鉛
筆
デ
ッ
サ
ン 

【絵画】 

手のデッサン 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 a:ありふれたものを目の前に

して、そこから美しさを主体

的に見いだそうとしている。 

b:対象の持つ構造を理解し、画

面の中に美しい構図で構想

できている。 

c:鉛筆と画用紙の特性を理解

して制作できている。 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

色
見
本
帳
づ
く
り 

【デザイン】 

アクリル絵具を用いて、色見

本帳を作り、そこからマンセル

色体系に基づく、色の三属性

と色彩の対比効果や減法混

色技法などを学ぶ。 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:体系立てられた色彩理論に

ついて興味関心を示してい

る。 

c:アクリル絵具と筆の特性を

理解できている。 

d: 色の三属性と対比、減法混

色技法から色彩の性質を分

析し、理解ができている。 

学習活動の

様子 

 

作品 



 

今
現
在
、
高
校
生
で
あ
る
自
分
を
描
く 

【絵画】【鑑賞】 

アクリル絵具で自由に彩色下

地を作り、キャンバスボードで

自画像を描く。 

教科書や教室内の画集を調

べて、巨匠の自画像から表現

のヒントを見つける。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:自己と向き合うことで、感情

について表現することや、何

故画家たちによって自画像

が描かれ続けてきたのかを

主体的に思考しようとして

いる。 

b:人間の顔が持つ構造を理解

しとらえようとしている。ま

た上に描く形に配慮して彩

色下地を作り、感情を表現す

るための色彩を選べている。

そして、それらを総合して美

しく構想ができている。 

c:アクリル絵具とキャンバス

ボードの特性を理解して表

現出来ている。 

d:巨匠作品の表現の工夫やそ

の良さを理解できている。 

学習活動の

様子 

 

鑑賞活動

などの様

子 

 

制作の様子 

 

作品 

 

レポート 

２
学
期 

          

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
逆
立
ち
人
形
作
り 

【彫刻】【デザイン】【鑑賞】 

・石粉粘土と針金、アクリル絵

具を用いて、各自が自由に

発想した逆立ちするキャラ

クターの人形をデザイン、

制作する。 

 

・制作意図を発表し、互いの

作品を鑑賞する。 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a:イメージしたものを立体的

に表現することに関心を持

ち、主体的に制作している。 

b:に想像力を働かせて美しい

形を考案し、構図構成や色彩

を計画的に構想できている。 

c:石粉粘土や針金の特性を理

解できている。また色彩がア

クリル絵具によって適切に

表現出来ている。 

d:作品の良さや表現の工夫を

感じ取り、立体制作への理解

を深めている。 

アイデア

スケッチ 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

 

鑑賞活動な

どの様子 

レポート 

金
箔
地
の
日
本
画
に
挑
戦
！ 

【絵画】【鑑賞】 

金属箔を用いた近世から現

代の日本絵画を鑑賞し、それ

を手がかりに、伝統的な画材

である岩絵具を用いて、金箔

地の日本画を描く。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:日本の美術や金属箔の効果

に関心を示し、主体的に表現

しようとしている。 

b:伝統的な日本絵画を手がか

りに、感性を働かせて、金属

箔を活かした表現を構想で

きている。 

c:金属箔や日本画材の特性を

理解し、テーマを表現する工

夫がある。 

d:日本の伝統的な美術作品や

美術文化を理解し、その美し

さや良さを分析している。 

鑑賞活動な

どの様子 

 

学習活動の

様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

 

レポート 



食
品
サ
ン
プ
ル
づ
く
り 

【彫刻】 

現代的な素材であるシリコン

やウレタン樹脂を駆使して、

本物そっくりな食品サンプル

を制作する。 

○  ○  a:食品サンプルの表現技法 

に興味を持ち、主体的に表現に

取り組んでいる。 

c:シリコンやウレタン樹脂の

特徴を理解し、創造的な作品に

なるように工夫している。 

学習活動の

様子 

 

作品 

 

レポート 

3
学
期 

卒
業
制
作 

【デザイン】 

白い無地 T シャツ内に決めら

れたサイズの枠を設け、その

中にアクリル絵具で描画を施

し、オリジナルの卒業記念 T

シャツを作る。 

 

 

 

○ ○   a:グラフィックデザインに興

味を持ち、主体的に表現に取

り組んでいる。 

b: 想像力を働かせて、T シャ

ツという限られた形と指定

された枠内の大きさを活か

した構想ができている。 

 

 

学習活動の

様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

 

レポート 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


